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対
馬
南
警
察
署
の
新
し
い
警
備

艇
「
つ
し
ま
」
の
就
役
式
が
、
５

月
30
日
、
美
津
島
町

知
の
グ
リ

ー
ン
ピ
ア
海
浜
公
園
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
新
「
つ
し
ま
」
は
、
昭
和
57
年

か
ら
25
年
間
活
躍
し
て
き
た
旧

「
つ
し
ま
」
と
比
べ
大
型
化
し
、

全
長
が
約
23
ｍ
、
重
さ
は
約
40
ト

ン
。
速
力
も
約
２
倍(

40
ノ
ッ
ト
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
最
新
鋭
の
設

備
を
搭
載
し
、
同
署
の
水
上
警
察

活
動
の
要
と
し
て
今
後
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　
式
典
に
は
、
警
察
関
係
者
の
他
、

行
政
関
係
者
ら
が
来
賓
と
し
て
招

か
れ
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
試
乗
航

海
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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永
尾
一
二
三
副
市
長
が
６
月
12
日
付
で
退
職
し
ま
し
た
。

　
同
氏
は
、
平
成
16
年
５
月
、
対
馬
市
の
収
入
役
に
就
任
し
、
平
成

17
年
７
月
か
ら
は
助
役
（
平
成
19
年
４
月
か
ら
は
副
市
長
）
を
務
め

ま
し
た
。

　
現
在
、
市
に
は
副
市
長
が
不
在
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
新
た
に

「
統
括
監
」
を
設
け
て
、
事
務
の
執
行
を
行
い
ま
す
。

　
平
成
19
年
第
２
回
対
馬
市
議
会
定
例
会
が
、
６
月
15

日
に
開
か
れ
、
歳
入
歳
出
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
３
億
２
千

５
０
万
円
追
加
し
、
予
算
総
額
２
９
１
億
１
千
万
円
と

し
た
平
成
19
年
度
対
馬
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
を
は
じ
め
、
32
件
の
議
案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
、
26
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

◎
７
月
１
日
付
異
動

※
氏
名
後
の
（
　
）
内
は
旧
所
属

【
市
長
部
局
】

▽
統
括
監
・
昇
任
（
市
民
生
活
部
、

観
光
商
工
部
、
農
林
水
産
部
、
建

設
部
担
当
）
＝
清
水
達
明
（
建
設

部
長
）
▽
統
括
監
・
昇
任
﹇
北
部

振
興
（
峰
・
上
県
・
上
対
馬
支

所
）
担
当
﹈
＝
大
浦
義
光
（
議
会

事
務
局
長
）
▽
統
括
監
・
昇
任

（
総
務
部
、
政
策
部
、
福
祉
部
、

保
健
部
担
当
）
＝
松
原
敬
行
（
政

策
部
長
）

《
政
策
部
》
▽
部
長
・
昇
任
＝
阿

比
留
博
文
（
市
民
生
活
部
次
長
兼

税
務
課
長
）
《
市
民
生
活
部
》
▽

次
長
兼
市
民
課
長
・
昇
任
＝
橋
本

政
次
（
同
課
長
）
▽
税
務
課
長
＝

中
村
敏
明
（
同
課
主
幹
）
《
福
祉

部
》
保
護
課
▽
主
任
＝
糸
瀬
博
隆

（
同
部
福
祉
課
）《
観
光
商
工
部
》

▽
次
長
兼
商
工
課
長
・
昇
任
＝
武

田
延
幸
（
同
課
長
）
《
建
設
部
》

▽
部
長
・
昇
任
＝
川
上
司
（
同
部

次
長
兼
建
設
課
長
）
▽
次
長
兼
建

設
課
長
＝
小
島
近
（
同
部
北
部
建

設
事
務
所
長
）
▽
北
部
建
設
事
務

所
長
＝
松
村
利
宏
（
同
事
務
所
主

幹
）

《
豊
玉
支
所
》
【
地
域
振
興
課
】

▽
主
任
＝
糸
瀬
真
作
（
峰
支
所
同

課
）《
峰
支
所
》
【
佐
賀
出
張
所
】

▽
主
事
（
峰
学
校
給
食
共
同
調
理

場
併
任
）
＝
畑
島
洋
一
（
佐
賀
出

張
所
）

【
議
会
事
務
局
】
▽
局
長
・
昇
任

＝
永
留
徳
光
（
同
次
長
）
▽
次
長

・
昇
任
＝
橘
清
治
（
福
祉
部
保
護

課
）

◎
６
月
30
日
付
退
職

▽
小
嶋
弘
美
（
市
民
生
活
部
税
務

課
）
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青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
西
ア
フ
リ
カ
の
ベ

ナ
ン
共
和
国
へ
赴
任
す
る
上
県
町
女
連
出
身
の
市

山
高
太
郎
さ
ん
（
24
歳
）
が
、
出
国
を
前
に
松
村

市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　
派
遣
期
間
は
平
成
19
年
６
月
か
ら
の
２
年
間
で
、

同
国
の
ア
ラ
ダ
市
役
所
を
拠
点
に
、
市
民
や
子
ど

も
達
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
、
イ
ベ
ン
ト
の
立
案
な

ど
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
大
学
で
社
会
福
祉
を
学
び
、
サ
ー
ク
ル
で
は
実

際
に
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
な
ど
の
活
動
を

実
践
。
そ
の
時
の
先
生
が
青
年
海
外
協
力
隊
の
Ｏ

Ｂ
だ
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
自
分
も
な
り
た

い
と
決
意
し
た
そ
う
で
す
。

　「
現
地
で
は
、
ま
だ
マ
ラ
ソ
ン
や
組
体
操
ぐ
ら

い
し
か
ス
ポ
ー
ツ
が
普
及
し
て
い
な
い
の
が
現
状
。

今
ま
で
の
知
識
や
経
験
を
生
か
し
、
現
地
の
人
の

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
上
で
、
役
に
立
て
る
よ
う
活

動
を
行
い
た
い
」
と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　６月10日、上県町佐護の湊浜シーランドステージで恒例の

あじさい祭が開催されました。

　晴天に恵まれた当日、会場には市内各地から約700人の参

加者が集まり、海沿いに延びるあじさいロードをウォーキング

しながら、沿道に鮮やかに咲き乱れる数千本のあじさいを楽

しんでいました。例年と比べ花の咲き具合はよかったのです

が、風が強かったため来場者が楽しみにして

いたパラグライダーの体験飛行は中止となり

ました。

　会場では、保育園児によるお遊戯や、歌謡

ショー、対州馬の乗馬体験、もち投げなどの

楽しいイベントが行われ、観客は楽しそうに

初夏の一日を過ごしていました。

　あじさい祭と並行して実施されているパラグライディ

ング対馬大会が今年も６月9日・10日の２日間開かれま

した。

　大会には、大分県玖珠町や長崎県及び韓国釜山市で活

動している愛好家に加え、地元スカイクラブ対馬のメン

バーの合わせて約40名がエントリーしましたが、両日と

もに10ｍ近い強風が吹き、危険性があるため競技は中止。

代わりに体育館で紙飛行機を使用しての競技（飛行機を

飛ばし、標的への近さを競う）が行われました。

　賞品は本大会と変わらないため、選手達も研究を重ね

真剣な表情でよく飛ぶ紙飛行機の製作に取り組んでいま

した。

　フライトができず残念な結果となった大会でしたが、

選手達は久しぶりに顔を合わせた他のクラブのメンバー

と交流会等で楽しい時間を過ごし、来年の再会とフライ

トを誓っていました。
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